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（
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
の
オ
ー

ナ
ー
田
中
洋
子
と
、
同
じ
く
今
津
で

簡
易
宿
所
を
営
む
Ｈ
ｉ
ｄ
ｄ
ｅ
ｎ
Ｗ

ｅ
ｓ
ｔ
の
大
原
徹
さ
ん
は
じ
め
と
す

る
メ
ン
バ
ー
が
２
０
２
２
年
4
月
に

設
立
し
た
一
般
社
団
法
人
）
は
、
顧

問
の
秋
元
大
さ
ん
の
全
面
協
力
を
得

て
、
次
世
代
を
育
む
場
づ
く
り
の
取

組
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
私
達
は
「
霊
峰 

大
山
は
、
山
川

里
海
の
距
離
が
近
い
た
め
、
自
然
界

の
構
造
や
積
層
す
る
歴
史
を
体
感
・

理
解
し
や
す
い
特
徴
を
持
っ
て
い

る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
六
千
年
営

み
が
続
く
大
山
流
域
に
は
、
大
陸
か

ら
多
く
の
渡
来
の
民
が
訪
れ
、
多
く

の
積
層
が
あ
り
、
そ
の
先
人
た
ち
が

残
し
た
痕
跡
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
と
て

も
重
要
だ
と
い
う
思
い
に
至
り
ま
し

た
。
初
め
は
、
地
元
の
方
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
や
営
み
の
中
に
残
る
「
大
山

さ
ん
の
お
か
げ
」
と
い
う
共
通
の
認

識
を
通
し
て
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
試

作
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
活
動
に
多

方
面
の
外
部
の
有
識
者
か
ら
反
響
を

い
た
だ
き
、「
大
山
流
域
か
ら
学
ぶ

水
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
　
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
共
感
し
、
現

在
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
る
2

名
の
女
性
を
紹
介
し
ま
す
。

　
私
が
大
山
と
ご
縁
を
頂
い
た
の
は
、

2
0
2
3
年
5
月
に
開
催
さ
れ
た
第
1
回
プ

ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
参
加

し
た
こ
と
か
ら
で
す
。
2
泊
3
日
を
終
え
た

時
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
ん
で
す
。
か
つ

て
の
人
が
立
ち
上
が
る
雲
を
「
龍
」
と
表
現

し
た
の
は
、
水
循
環
そ
の
も
の
の
摂
理
に
畏

怖
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
。
気
が
つ
く
と
私
の
体
も
こ
の
偉

大
な
大
山
さ
ん
の
一
部
で
あ
る
と
実
感
し
ま

し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
、
再
び
訪
れ
た
の
は
半
年
後
の

11
月
。
帰
郷
し
て
か
ら
も
あ
の
体
験
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
の
皆

さ
ん
に
頼
み
込
ん
で
、
冬
の
大
山
さ
ん
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
大
山
流
域
に
滞
在
し
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
帯
同
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
者
が
、
深
く
こ
の
地
に
ダ
イ
ブ
し
、
価
値

観
が
変
わ
る
様
子
に
度
々
出
会
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
が
模
索
さ
れ
る
時
代
に
、
こ

こ
に
あ
る
自
然
観
や
営
み
に
落
ち
た
科
学
、

哲
学
、
そ
し
て
身
体
知
性
が
鍵
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、 現
在
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
こ
の
地
の
同
世
代
と
立
ち
上
げ
て
い

ま
す
。 同
世
代
に
留
ま
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の

人
に
こ
の
体
験
を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に

途
上
国
支
援
を
学
び
に
行
っ
た
も
の
の
、

途
上
国
支
援
を
し
て
も
何
も
根
本
的
な

解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
自
分

の
ル
ー
ツ
を
全
く
知
ら
な
い
自
分
が
い

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。「
私
っ
て
、

日
本
っ
て
、
何
だ
っ
け
？
」
そ
ん
な
こ

と
を
考
え
て
い
た
2
0
2
3
年
夏
至
、

地
元
の
こ
と
だ
け
れ
ど
全
く
見
え
て
い

な
か
っ
た
、 

大
山
流
域
に
横
た
わ
る
「
歴

史
・
文
化
・
人
・
生
き
物
」
そ
の
全
て

が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
外
部
の
方
々

と
再
定
義
し
て
い
る
B
i
s
u
i 

D
a
i
s
e
n
に
出
会
い
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
、
大
山
流
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
・
帯
同
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
解
像
度
が
上

が
っ
て
行
く
に
つ
れ
、「
地
元
で
こ
ん
な

に
面
白
い
こ
と
を
し
て
い
る
人
た
ち
に

出
会
え
た
ん
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ

て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
！
！
！
」
と
思

い
、
休
学
を
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

行
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
元
大
山
流
域
か
ら
、
日
本
を
、
そ
し

て
世
界
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
抜
く
視
座
を
獲
得
す
る
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
、
内
外
の
人
に
届

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
か
う
え　
も
え

ま
つ
だ　
あ
こ

兵
庫
県
伊
丹
市
出
身

米
子
市
淀
江
町
出
身

平
成
12
年
生
ま
れ

平
成
13
年
生
ま
れ
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「大山さん」人材創出基金
古来より続く日本の積層から学び、次世代を育む場を創り、人材を創出する

２．次世代にふさわしい新たな事業を育てる

　エネルギー・貨幣経済を根本的に変えた産業革命以降、20 世紀の 100 年だけで人間は経験
のしたことのない人口増と、それを支えるための工業化した社会を作り、教育を始めとした多
くの制度が乱立してきました。
　「発展」を旗印としてきたその「価値観」は、急激な人口増と連動した環境、食糧、外交な
どの問題をもたらし、情報化によって、漠然とした不安を多くの人が抱える時代になりました。
　発展していくという価値観にとらわれず、人間中心主義に偏ることなく、人も自然の一部で
あるという「ネイチャーポジティブ」の視点で物事を捉え直すときが来たのではないでしょう
か。
　ここに、次世代の人材を育むことを目的とし、日本に多くあった霊山信仰の一つである霊峰 
大山周辺で、今までの教育制度の枠を超えた学びの場を創るために、この基金を創設します。

基金概要

　大山流域で育った私は、なぜかは分からないのですが、この地の山と海に大きく惹かれる
気持ちを持って育ちました。2022 年 4 月にこの法人を立ち上げて以降、様々な分野の外部
の方と地元の皆さんをつないでいくプロジェクトを経験しました。その中で生まれたプログ
ラムを通して、多くの方が「大山さんのおかげ」という感覚を共有してくださったという経
験を踏まえ、この視座は次世代を担う多くの若者にこそ必要だという思いに至りました。混
沌とした時代に、胸を張って次代につなげることを皆さんと一緒に創り上げるために、この
基金を創設しました。

基金設置にあたって （一社）Bisui Daisen 代表理事 大原 徹

１．新しい学びの機会を創る
人類が経験のしたことのない人口増、環境問題等を抱
える「人新生」と呼ばれる新たなフェーズに必要な人
材の育成を目指します。

基金募集予定額：2,000 万円（2,000 口）
基金一口あたりの額：10,000 円

●山川里海の距離が近い大山流域の地形から受ける恩恵とそ
れに気づき活かすことで、6000 年続く営みの構造や積層す
る歴史を身体を通して体感・理解するプログラム
●かつて渡来の民が多く流れ着いたこの地で起きた多様な
「混ざり合い」に習い、本プログラムの提唱する「積層」に
賛同してもらえる国内外の多くの講師陣を招く
●「頭・心・体」すべてを統合して鍛錬する場を開く

当法人が提供するプログラムに参加し、理念に共感
した新しいチャレンジをしたいと思う者の支援を行
います。
●きっかけとなるプログラムの提供
●新たな事業創出支援
●インターンシップや活動機会の提供

３．その他発信
志を共にする全国の流域と連携した情報発信を行い、
それらを海外に広めていく活動を行います。
●シンポジウム・フォーラム等の開催
●各種発信

コアとなる情報デザイン 　秋元大さん・坂上萌さん・松田彩子さんが中心となってフィールドワーク・
調査を行い、玉利康延氏（WEB 上で「食とアニミズム」プロジェクトを展開中）
などにご協力いただき、視覚的に全容をわかりやすく理解することができる情
報デザインを製作中です。（9月以降、手ぬぐいとして販売していく予定）
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淀江の宿今津田中家
2024 年度会員募集

2,000円
3,000円

����������

●

●
●

（飲食・カフェスペースレンタル・宿泊・イベント参加）
毎月１回 各種10%割引券

● 瓦版2周年イベント (2025年3月開催予定)無料参加 !

お米1升 (約1.5kg)プレゼント(きぬむすめor もち米)
瓦版の送付

お申込み
フォーム会員特典

瓦版継続発行を応援してくださる会員の皆様を募集しています。
お得な会員特典も！ご協力よろしくお願いいたします。

継続会員：瓦版 13号～ 24号　新規会員：瓦版 1号～ 24号

・新米ご希望の方は 2024 年 11 月以降
・お米は基本当宿にてお渡し（郵送料別途）
・お米が不要の場合、淀江の宿 今津田中家の利用券1,000円分プレゼント

継続会員

新規会員

年
会
費

　
中
海
テ
レ
ビ
放
送
（
鳥
取
県
米
子
市
に
本
社
を
置
き
、
鳥
取
県
西
部
を

エ
リ
ア
と
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
）
の
取
材
を
受
け
ま
し
た
！

　
4
月
と
6
月
、
2
回
取
材
が
入
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
淀
江
の
紹
介
の

中
の
一
部
に
淀
江
の
宿
今
津
田
中
家
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
淀
江
の
魅
力
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
神
戸
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
学
習
塾「
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム（
代
表 

生
田 

瞳
さ
ん
）」

と
コ
ラ
ボ
し
て
昨
年
実
施
し
た
自
然
満
喫
キ
ャ
ン
プ
。
今
年
も
8
月
8
日
〜
10

日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
坂
上
萌
さ
ん
・
松
田
彩
子
さ
ん
に
も
企
画
段
階
か
ら
参
加
し
て
も

ら
い
、
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
キ
ャ
ン
プ
に
な
り
そ
う
で
す
。
次
号
以

降
で
、
子
ど
も
た
ち
の
声
も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

淀江の宿今津田中家で しませんか？
「とっとり暮らしワーキングホリデー（とっとりワーホリ）」は、鳥取県内外の若者等が、働きながら県内の地域に滞在し、
地域住民との交流や学びの場などを通じて地域での暮らしを学ぶ、鳥取県人口減少社会対策課の取組です。淀江の宿今津田
中家を運営する株式会社ウォリスも受入企業として登録しています。以下の項目の中から活動内容を決めて、実際の活動を
していただく予定です。

【観光業・宿泊業・飲食業】○アクティビティ体験提供のサポートスタッフ○水源リサーチ補助○農業体験（自家菜園の野菜収穫・
植付・米収穫）○観光コンテンツ造成○インバウンド化推進○宿泊・食事提供対応○カフェ営業○事務作業・情報発信

【経営創業キャリア支援事業】○経営シミュレーションゲームシステム化補助○研修コンテンツ造成補助

令和6年6月24日から令和7年2月28日

3日～28日程度　
※県外参加者は２週間以上滞在、県内参加者は３日以上滞在

受入時期

一人当たり
受入予定日数

契約形態 有給雇用（インターンシップ契約）
週20時間勤務（基本４時間×５日)

募集要項など詳しくはQR コードからWEBサイトをご覧ください

18歳以上の方（高校生不可）参加資格

※８月は日替わり店長をお休みします。食事・カフェの予約は4名様以上で承ります。

News Topics

4月：そぞろ歩き

6月：トリジャーハンター
Youtube動画で
ご覧いただけます

テ
レ
ビ
取
材
を
受
け
ま
し
た
！

神
戸
か
ら
淀
江
へ
！

キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
プ
！
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N メイちゃん農場看板

駐車スペース

今津田中家

今津

淀江 IC入口

9号線

Imazu-tanakaya  kawaraban

〒689-3401 鳥取県米子市淀江町今津 50-1
TEL : 0859-30-3889
www.imazutanakaya.com

��������
�
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ォ
リ
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代
表
取
締
役
。
淀
江
町
今

津
に
あ
る
実
家
を
多
く
の
人
の
手
を
借

り
て
リ
ノ
ベ
し
て
U
タ
ー
ン
し
、
宿
と

し
て
活
用
。

第
�
弾
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
先
入
り
！

「淀江プロジェクト」とは、今津田中家という一軒の古民家を巡る物語である。
「淀江プロジェクト」物語 [ 第十六話 ]連載

作
者
：
田
中 

洋
子

B
B
Q
マ
ス
タ
ー
山
本
さ
ん
登
場
！

あ
つ
こ
＆
ち
な
っ
ち
ゃ
ん
の
手
料
理
！

�
� �
	� ����� �	� ���������� ­����������������­��

「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
物
語

[

第
16
話]

� 
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お店のポイントが貯まる！

ー 

第
十
七
話
に
続
く 

ー

©Google Earth

　
2
0
1
8
年
の
年
の
瀬
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の
前
日
に
第
1
弾
が
ス

タ
ー
ト
し
た
「
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
2
0
1
9
年
1
月
下
旬
に
第

2
弾
、
2
0
1
9
年
3
月
下
旬
に
第
3
弾
、
2
0
1
9
年
5
月
に
第
4

弾
を
実
施
し
て
、片
付
け
か
ら
解
体
へ
と
フ
ェ
ー
ズ
が
進
ん
で
い
っ
た
。

そ
の
2
か
月
後
の
2
0
1
9
年
7
月
1
日
〜
7
日
の
1
週
間
で
、
淀
江

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
5
弾
を
実
施
。

　
今
回
は
メ
ン
バ
ー
に
先
に
淀
江
入
り
し
て
も
ら
い
、
仕
事
の
都
合
で

洋
子
は
途
中
の
4
日
か
ら
参
戦
。

　
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
他
に
、
地
元
の
方
々
12
名
（
メ

イ
ち
ゃ
ん
農
場
の
大
下
さ
ん
ご
家
族
・
メ
イ
ち
ゃ
ん
農
場
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
ご
家
族
、
キ

ミ
ト
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
の
吉
田
輝
子
さ
ん
、
輝
子
さ
ん
が
誘
っ
て
く

れ
た 

今
津
出
身
の
大
下
志
穂
さ
ん
な
ど
）
が
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
山
本
さ
ん
が
提
供
し
て
く
だ
さ
る
素
材
を
活
か
し
た
野
菜
料
理
、
ま

た
豪
快
な
肉
料
理
の
数
々
に
皆
は
大
満
足
。
美
味
し
く
豪
華
な
B
B
Q

を
前
に
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
B
B
Q
が
終
わ
り
に
近

づ
き
、
皆
の
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
頃
、
一
人
の
女
性
が
や
っ
て

き
た
。
淀
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
3
月
か
ら
3
回
連
続
で
来
て
く
れ
て
い

る
ゴ
ン（
中
山 

雄
一
朗
）さ
ん
の
F
a
c
e
b
o
o
k
の
投
稿
を
見
て
、

岡
山
県
津
山
市
か
ら
「
近
い
け
ー
来
た
」
と
車
で
や
っ
て
来
た
あ
つ
こ

（
ひ
ろ
せ
あ
つ
こ
）
さ
ん
。
海
外
帰
り
の
あ
つ
こ
さ
ん
は
そ
の
ま
ま
宿

泊
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
終
わ
り
ま
で
滞
在
し
、
ま
た
そ
の
後
も
ち
ょ

く
ち
ょ
く
顔
を
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
総
勢
7
名
で
、
キ
ッ
チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
洋
室
が
整
備

さ
れ
、
解
体
、
床
・
壁
の
下
地
作
業
、
壁
の
塗
装
作
業
、
裏
庭
の
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
、
解
体
か
ら
構
築
し
て
い
く
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
入
っ
た
。 

　

B
B
Q
の
翌
日
か
ら
、
も
り
さ
と
さ
ん
の
友
人
で
大
山
町
在

住
の
ち
な
っ
ち
ゃ
ん
（
山
本
千
夏
）
さ
ん
が
食
事
を
作
っ
て
提

供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
あ
つ
こ
さ
ん

も
加
わ
り
、
二
人
で
共
同
し
て
、
皆
の
食
事
を
作
っ
て
く
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
毎
回
、
工
夫
を
し
て
作
っ
て
く
れ
る
料
理
は

と
て
も
充
実
し
て
い
て
、
食
べ
や
す
く
パ
ワ
ー
の
出
る
も
の
だ
っ

た
。
食
事
中
や
休
憩
中
、
ま
た
夜
の
懇
親
の
食
事
会
の
際
に
、

失
敗
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
含
め
て
、
自
分
の
体
験
を
面
白
お
か

し
く
話
す
あ
つ
こ
さ
ん
の
話
に
皆
は
爆
笑
。
連
日
、
大
き
な
笑

い
声
が
響
き
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

金
曜
日
の
夜
は
、
淀
江
の
町
中
の
旧
酒
蔵
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
「
大
正
蔵
」
で
B
a
r
営
業
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
残
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で
参
加
。
と
て
も
素
敵
な
空
間

で
そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
メ
ン
バ
ー
の
テ
ン

シ
ョ
ン
も
上
が
っ
た
。
ま
た
大
山
町
に
あ
る
妻
木
ハ
ウ
ス
（
大

下
志
穂
さ
ん
の
拠
点
）
の
イ
ベ
ン
ト
も
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

今
回
は
地
元
の
方
を
中
心
に
素
敵
な
出
逢
い
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
ま
た
構
築
し
て
い
く
と
い
う
と
て
も
楽
し
み
な
フ
ェ
ー
ズ

に
入
っ
て
い
っ
た
。
次
回
は
8
月
に
や
つ
だ
さ
ん
の
左
官
工
事
、

ま
た
9
月
に
は
皆
で
集
ま
っ
て
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
洋

子
は
今
回
も
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
大
阪
へ
の
帰
路
へ
つ
い
た
。

1日から淀江入りしてくれた3名

途中から参加の４名

料理担当

■しょうきち（野崎将太）さん
■翔太郎（宮原翔太郎）さん
■ゴン（中山 雄一朗）さん

■やつだ（八田 公平）さん
■もりさと（森田 悟史）さん
■ゆってぃ（河津優平）さん
■おにぎりくん（小橋 俊哉）さん

★兵庫県尼崎市から
■BBQマスター（山本 正勝）さん
★岡山県津山市から
■あつこ（ひろせあつこ）さん
★大山町在住
■ちなっちゃん（山本千夏）さん
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